
　日ごろより、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。本
会では、現在「よぼう医学」を送付させていただい
ている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理のもとに運用しております。そのうえで今後も継
続して送らせていただきたいと考えております。送
付名簿から削除を希望される場合には、お手数ですが、
広報室（電話 03-3269-1131）までご連絡ください。

◆◆◆コンサルテーションのごあんない◆◆◆

お問い合わせ・ご相談は（予約制）
電話　東京（03）-3269-1141
健康管理コンサルタントセンター

事務局 東京都新宿区市谷砂土原町 1 の 2
　　　（財）東京都予防医学協会

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

12月 3日　岡　惺治
　　  10日　三輪　一
　　  17日　岡　惺治
　　  24日　三輪　一

11月 5日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　  12日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　  19日　岡　惺治
　　  26日　第222回ヘルスケア研修会につき休み
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〈1 面〉●　特定健診・特定保健指導の現状と課題
　　　　　第49回日本人間ドック学会シンポジウムから
　　　●第26回全国情報統計研修会が開催

〈2・3 面（見開き）〉
　　　●連載　科学的根拠に基づいた
　　　　　日本人に推奨できるがん予防法　第6回
　　　●話題「子どもの事故による傷害の現状と予防戦略」
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　保健指導シリーズ  第6回：医師／保健師／
               　管理栄養士／健康運動指導士のコラム　

〈4 面〉●　がん啓発サポートキャンペーン
　　　　　リレー・フォー・ライフ・ジャパン2008  新横浜
　　　●　第35回日本マス・スクリーニング学会が開催
　　　●　新刊紹介／『よくわかる子どもの肥満』
　　　●　産業保健フォーラムが開催

今月の主な紙面

　

厚
生
労
働
省
の
「
２
０
０
６
年

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
に
よ

る
と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る

人
と
そ
の
予
備
群
を
合
わ
せ
る
と

１
８
７
０
万
人
で
、
２
０
０
２
年

の
調
査
よ
り
２
５
０
万
人
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
メ
タ
ボ
の
「
該
当
者
」
と

そ
の
予
備
群
は
１
９
４
０
万
人
と

推
計
さ
れ
、男
性
の
２
人
に
１
人
、

女
性
の
５
人
に
１
人
が
該
当
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
健
康
診
断

と
保
健
指
導
に
よ
り
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
改

善
を
目
的
に
、
今
年
４
月
か
ら
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
、
健

康
保
険
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
者

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
司
会　

伊
藤

千
賀
子
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ー
ト
所
長
）
で
は
、
導
入

後
約
半
年
間
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
４
人
の
専
門
家
が
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
講

演
・
討
論
し
た
（
写
真
）。

　

最
初
に
行
政
の
立
場
か

ら
、
厚
生
労
働
省
の
田
中
弘

之
栄
養
・
食
育
指
導
官
が
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

が
導
入
さ
れ
た
背
景
と
標
準

的
な
健
診
・
保
健
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
解
説
し
、

「
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

は
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
報
告
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

い
か
に
し
て
実
施
率
を
上
げ

る
か
な
ど
今
後
の
課
題
も
見

え
て
き
た
。そ
の
意
味
で『
情

報
提
供
』
は
、
特
定
保
健
指

導
の
参
加
者
を
増
や
し
、
健

康
状
態
の
悪
化
や
リ
バ
ウ
ン
ド
を

防
止
す
る
な
ど
、
被
保
険
者
の
健

康
に
対
す
る
関
心
度
を
上
げ
る
役

割
を
有
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
と

述
べ
た
。

　

次
に
医
師
の
立
場
か
ら
、
静
岡

市
医
師
会
健
診
セ
ン
タ
ー
の
田
内

一
民
セ
ン
タ
ー
長
が
講
演
し
、
メ

タ
ボ
の
判
定
と
保
健
指
導
対
象
者

の
階
層
化
の
判
定
に
お
い
て
血
糖

値
の
判
定
基
準
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
健
診
現
場
で
混
乱
が
生
じ
て

い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
最
大
の

功
績
は
、
健
診
デ
ー
タ
の
統
一
が

図
ら
れ
る
こ
と
だ
。
標
準
化
さ
れ

た
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
れ
ば
、
新

し
い
エ
ビ
デ
ン
ス
が
生
ま
れ
、
性

差
、
年
齢
差
な
ど
に
よ
る
判
定
基

準
も
適
宜
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の

質
を
保
証
す
る
内
部
お
よ
び
外
部

精
度
管
理
の
的
確
な
実
施
が
重
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
戸
渡
洋
子
係
長
は
、

保
健
師
の
立
場
か
ら
自
施
設
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
、「
市
町
村

に
お
け
る
受
診
率
は
想
定
し
た
以

上
に
低
く
、
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
た
メ
タ
ボ
改
善
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
一
定
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

し
て
、
独
自
に
開
発
し
た
行
動
計

画
表
や
自
己
効
力
感
の
向
上
を
伴

う
健
康
行
動
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
体
重
減
少
効
果
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

大
阪
ガ
ス
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー

の
岡
田
邦
夫
所
長
は
産
業
医
の
立

場
か
ら
、
自
施
設
の
研
究
デ
ー
タ

を
基
に
、
運
動
習
慣
が
高
血
圧
や

糖
尿
病
な
ど
の
発
生
を
抑
え
、
死

亡
率
を
減
少
さ
せ
る
効
果
を
解
説

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
運
動
に
は
、
健
康
増
進
や
生
活

習
慣
病
予
防
な
ど
の
効
果
が
あ
る

が
、
一
方
で
突
然
死
や
傷
害
の
発

生
と
い
う
リ
ス
ク
も
内
在
し
て
い

る
。
指
導
対
象
者
の
リ
ス
ク
状
況

を
把
握
し
て
層
別
化
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
運
動
指
導
を
行

う
な
ど
、
傷
害
や
事
故
の
予
防
対

策
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
運
動
に
対
し
て
無
関
心

な
人
に
、
い
き
な
り
運
動
指
導
を

行
っ
て
も
効
果
が
低
い
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
ま
ず
運
動
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
提

供
だ
け
を
行
い
、
時
間
を
か
け
て

将
来
へ
の
波
及
効
果
を
期
待
し
な

が
ら
啓
発
を
行
う
の
が
良
い
」。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
定
着

さ
せ
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、

熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

糖
尿
病
や
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予

防
と
医
療
費
の
増
大
を
抑
制

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

４
月
か
ら
、
医
療
保
険
者
に

よ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
」
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
診
断
基
準
や
実
施
方

法
な
ど
に
つ
い
て
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
受
診
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な

い
。
こ
う
し
た
中
、
先
ご
ろ

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
49

回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会

で
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）や
特

定
保
健
指
導
な
ど
に
関
す
る

多
数
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
企
画
さ
れ
た
。
今
月
は

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

行
政
、
医
師
、
保
健
師
、
産
業
医
の

立
場
か
ら
問
題
点
と
対
策
を
討
論

　

本
会
を
始
め
と
す
る
予
防
医
学

事
業
中
央
会
傘
下
の
全
国
支
部

で
情
報
処
理
や
統
計
実
務
を
担
当

す
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
、
第
26
回

全
国
情
報
統
計
研
修
会
が
、
去
る

８
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
滋
賀
県
草
津
市
で
開
催
さ

れ
、
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
初
日
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
①
情
報
処

理
部
門
②
職
域
健
診
成
績
処
理
担

当
者
③
施
設（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

健
診
成
績
処
理
担
当
者
④
地
域
健

診
成
績
処
理
担
当
者―

に
分
か
れ

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
２
日
目
に
行
わ
れ
た
全

体
討
議
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
」
で
は
、
３
支
部
（
群
馬
県
・

神
奈
川
県
・
愛
媛
県
）
が
取
り
組

み
の
概
要
を
報
告
し
た
。

　

こ
の
他
、
研
修
会
で
は
、
滋
賀

医
科
大
学
の
上
島
弘
嗣
教
授
に

よ
る
講
演

「
特
定
健

診
・
特
定

保
健
指
導

の
意
義
と

今
後
の
展
開
」
が
行
わ
れ
た
。

　

上
島
教
授
は
、
日
本
人
の
大
規

模
長
期
追
跡
調
査
「NIPPON 

DATA

」
の
概
要
を
紹
介
し
な

が
ら
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
重
要

性
を
解
説
。「
メ
タ
ボ
」
と
い
う

言
葉
の
流
行
に
乗
っ
て
予
防
の
意

識
が
普
及
し
た
こ
と
を
評
価
し

た
上
で
、「
今
後
の
展
開
と
し
て
、

禁
煙
の
意
義
、
高
血
圧
予
防
な
ど

の
意
識
の
普
及
が
求
め
ら
れ
る
」

と
し
た
。

特定健診・特定保健指導の
現状と課題
特定健診・特定保健指導の
現状と課題 第49回 日本人間ドック学会

シンポジウムから  
第49回 日本人間ドック学会
シンポジウムから  
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米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
が
ん

予
防
セ
ン
タ
ー
は
、主
に
ヒ
ト
を

対
象
と
し
た
疫
学
研
究
論
文
（
＝

エ
ビ
デ
ン
ス
）を
総
括
し
て
、
米

国
人
の
が
ん
死
亡
に
お
い
て
食
事

要
因
が
寄
与
す
る
割
合
、す
な
わ

ち
、
成
人
期
の
食
習
慣
や
肥
満
、

そ
し
て
運
動
不
足
の
改
善
に
よ

り
、が
ん
の
35
％
が
予
防
可
能
で

あ
る
と
推
計
し
て
い
る
。
主
と
し

て
欧
米
人
を
対
象
と
し
た
疫
学
研

究
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
さ
れ

た
、肺
・
大
腸
・
乳
房
・
前
立
腺
な

ど
の
が
ん
が
主
要
な
部
位
で
あ
る

米
国
に
お
け
る
推
定
値
で
あ
る
こ

と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
日
本
人
に
お
い
て
も
、が
ん

の
発
生
に
食
習
慣
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）と

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

は
、世
界
各
国
の
専
門
家
に
諮
問

し
て
、現
状
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン

ス
を
中
心
と
し
た
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
て
、食
事
要
因
と
が
ん

と
の
因
果
関
係
の
確
か
ら
し
さ

を
、〝
確
実
〟〝
可
能
性
大
〟〝
可
能

性
あ
り
〟〝
証
拠
不
十
分
〟の
４
段

階
に
ラ
ン
ク
分
け
し
て
示
し
て
い

る
。
が
ん
と
の
関
連
で
確
実
だ
と

評
価
さ
れ
た
の
は
、予
防
要
因
と

し
て
は
身
体
活
動
（
結
腸
）の
み

で
、リ
ス
ク
要

因
と
し
て
肥
満

（
食
道
〈
腺
が

ん
〉、
結
腸
、
直

腸
、
乳
房
〈
閉

経
後
〉、子
宮
体

部
、
腎
臓
）、
飲

酒
（
口
腔
、
咽

頭
、
喉
頭
、
食

道
、
肝
臓
、
乳

房
）、ア
フ
ラ
ト

キ
シ
ン（
肝
臓
）、

中
国
式
塩
蔵
魚

（
鼻
咽
頭
）が
リ

ス
ト
さ
れ
た
。

ま
た
、可
能
性
大
と
評
価
さ
れ
た

の
は
、
予
防
要
因
と
し
て
は
野

菜
・
果
物
（
口
腔
、食
道
、胃
、結

腸
、直
腸
）と
身
体
活
動
（
乳
房
）、

リ
ス
ク
要
因
と
し
て
貯
蔵
肉
（
結

腸
、直
腸
）、塩
蔵
品
お
よ
び
食
塩

（
胃
）、
熱
い
飲
食
物
（
口
腔
、
咽

頭
、食
道
）で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、〝
確
実
〟あ
る
い
は

〝
可
能
性
大
〟と
評
価
さ
れ
た
要

因
に
基
づ
い
て
、が
ん

予
防
の
た
め
の
食
事
指

針
を
以
下
の
よ
う
に
提

案
し
て
い
る
。

　

①
成
人
期
で
の
体
重

維
持
②
定
期
的
な
運
動

の
継
続
③
飲
酒
は
し
な

い
④
中
国
式
塩
蔵
魚
の

摂
取
や
塩
蔵
食
品
・
食

塩
の
摂
取
は
控
え
め
に

⑤
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
の

摂
取
を
最
小
限
に
⑥
野

菜
・
果
物
を
少
な
く
と

も
１
日
４
０
０
ｇ
と
る

⑦
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
サ
ラ

ミ
な
ど
の
保
存
肉
の
摂

取
は
控
え
め
に
⑧
飲
食

物
を
熱
い
状
態
で
と
ら

な
い
。

　
　
　
　
◇

　

ま
た
、
最
近
で
は
、

世
界
が
ん
研
究
基
金

（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）と
米
国
が
ん
研
究
協

会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
）に
よ
る
同
様
の

評
価
報
告
書
「
食
物
・
栄
養
・
身

体
活
動
と
が
ん
予
防
」
が
、
10
年

ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
、昨
年
11
月
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。〝
確
実
〟あ
る

い
は
〝
可
能
性
大
〟と
評
価
さ
れ

た
関
連
に
つ
い
て
、
表
に
示
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
Ｆ
Ａ
Ｏ
よ
り
も
多
く

の
関
連
が
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し

て
、こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
食
事
指
針
を
提
案

し
て
い
る
。

　

①
肥
満
度
に
つ
い
て　

正
常

な
体
重
の
範
囲
で
、で
き
る
だ
け

や
せ
る
②
身
体
活
動
に
つ
い
て　

日
常
生
活
の
中
で
活
動
的
に
な
る

③
体
重
を
増
や
す
飲
食
物
に
つ
い

て　

高
カ
ロ
リ
ー
食
品
や
甘
い
飲

み
物
を
制
限
す
る
④
植
物
性
の
食

事
に
つ
い
て　

植
物
か
ら
で
き
た

食
品
を
中
心
に
と
る
⑤
動
物
性
の

食
事
に
つ
い
て　

赤
身
肉
（
牛
、

豚
、羊
な
ど
の
肉
）を
制
限
し
、保

存
肉
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
、サ
ラ
ミ
、

ベ
ー
コ
ン
、ハ
ム
な
ど
）を
避
け

る
⑥
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
つ
い
て

　

飲
酒
を
制
限
す
る
⑦
保
存
・
加

工
・
調
理
に
つ
い
て　

塩
を
制
限

し
、カ
ビ
の
は
え
た
穀
物
や
豆
類

を
避
け
る
⑧
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ

い
て　

食
事
だ
け
で
必
要
な
栄
養

が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

ま
た
、
特
定
の
人
に
向
け
て
、

次
の
２
項
目
の
指
針
を
示
し
て
い

る
。
⑨
授
乳
期
の
女
性
に　

母
は

授
乳
し
、子
に
は
母
乳
を
飲
ま
せ

る
⑩
が
ん
に
な
っ
た
人
に　

が
ん

予
防
の
た
め
の
食
生
活
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

２
つ
の
評
価
や
そ
れ
に
基
づ
く

指
針
は
共
通
し
て
い
る
部
分
が
多

い
が
、こ
れ
ら
が
現
状
に
お
け
る

最
も
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
が

ん
予
防
食
事
指
針
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、エ
ビ
デ

ン
ス
と
し
て
用
い
ら
れ
た
疫
学

研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
欧
米
先
進
国

か
ら
の
報
告
で
あ
る
。
日
本
人
に

最
適
の
が
ん
予
防
を
示
す
た
め
に

は
、や
は
り
欧
米
と
は
異
な
る
食

文
化
を
持
つ
日
本
人
に
つ
い
て
の

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
必
要
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、ア
フ
ラ
ト
キ
シ

ン
、
中
国
式
塩
蔵
魚
、
保
存
肉
な

ど
の
摂
取
量
は
日
本
で
は
多
く

は
な
い
し
、
逆
に
、
大
豆
や
魚
の

摂
取
量
は
欧
米
よ
り
は
る
か
に
多

い
。
ま
た
、
肥
満
の
度
合
い
も
日

本
と
欧
米
で
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

日
本
に
お
い
て
も
、１
９
９
０

年
前
後
よ
り
数
万
人
～
十
数

万
人
規
模
の
コ
ホ
ー
ト
研
究

が
複
数
実
施
さ
れ
て
お
り
、

近
年
、そ
れ
ら
の
成
果
と
し

て
日
本
人
に
お
け
る
エ
ビ
デ

ン
ス
が
数
多
く
報
告
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

次
回
以
降
、
日
本
人
を
対

象
と
し
た
疫
学
研
究
か
ら
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
な
が

ら
、食
べ
物
（
特
に
、塩
分
・

高
塩
食
品
と
野
菜
・
果
物
）、

肥
満
、
身
体
活
動
度
と
が
ん

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
現
状

を
紹
介
す
る
。　

 （
つ
づ
く
）

ま
す
。
科
学
的
に
有
効
性
が
証

明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の

こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た
上

で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
相

談
し
ま
す
。

私
自
身
、
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
、
受
診
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
教
わ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
受
診
者
の
み
な
さ
ん

に
も
、あ
ま
り
か
し
こ
ま
ら
ず
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
１
つ
で
も
２
つ
で
も

自
分
の
健
康
に
役
立
つ
情
報
を

持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
予

防
医
学
教
室
准
教
授
）

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
人
間
対
人
間
と

し
て
接
す
る
こ
と
。
診
察
室
で

一
対
一
で
向
き
合
う
場
面
に
お

い
て
、
医
師
と
受
診
者
で
あ
る

ま
え
に
、
人
間
と
人
間
で
あ
る

は
ず
で
す
。「
指
導
」「
教
育
」

と
い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
、
一
方
的
に
見
下
ろ
す
よ

う
な
目
線
で
な
く
、
あ
く
ま
で

相
談
役
と
し
て
対
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
こ

と
。
科
学
的
根
拠
が
あ
る
も
の

で
目
の
前
の
受
診
者
に
役
立
つ

も
の
が
あ
れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
し

そ
の
よ
う
に
、
ち
ま

た
に
あ
ふ
れ
た
情
報

が
ど
れ
ほ
ど
確
か
な

も
の
か
、
み
な
さ
ん

は
考
え
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
？　

数
人
程
度
の
モ
ニ

タ
ー
を
集
め
て
試
験

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が

他
の
人
に
も
あ
て
は
ま
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
数
人
が

数
百
人
で
あ
っ
て
も
、

効
果
が
あ
る
と
信
じ
る

こ
と
に
よ
る
プ
ラ
セ
ボ

（
偽
薬
）
効
果
で
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
期
間

中
、
生
活
習
慣
が
変
化
し
て
い

れ
ば
、
そ
の
影
響
が
反
映
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
科
学

的
に
有
効
性
を
判
断
す
る
た
め

に
は
、
疫
学
的
な
方
法
論

に
基
づ
い
た
複
数
の
研
究

の
結
果
か
ら
議
論
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

健
診
医
と
し
て
保
健

指
導
を
し
た
り
、
産
業
医

と
し
て
個
別
面
談
を
し
た

り
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で

ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
は

疫
学
の
研
究
の
結
果
か
ら
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
○
○
○
を
食
べ
る
と
血
液
が

サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
」
と
か
、「
○

○
○
で
血
糖
値
が
下
が
る
」
と

か
、
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

所
属
す
る
予
防
医
学
教
室

で
は
、
地
域
に
住
む
人
の
健
康

を
考
え
る
「
公
衆
衛
生
」、
職

場
で
働
く
人
の
健
康
を
考
え
る

「
産
業
衛
生
」
と
と
も
に
、「
疫

学
」と
い
う
分
野
を
扱
い
ま
す
。

疫
学
は
集
団
か
ら
集
め
た
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
知
識
や
情
報
を
生
み

出
す
学
問
で
す
。
た
ば
こ
が
心

筋
梗
塞
の
危
険
因
子
に
な
る
こ

と
、
減
塩
食
が
高
血
圧
を
改
善

し
う
る
こ
と
な
ど
、
常
識
的
に

食事関連要因とがん
国際的評価の現状

最
終
的
に
Ａ
さ
ん
は
、「
簡

単
な
こ
と
で
い
い
な
ら
、
子
ど

も
の
た
め
に
も
や
っ
て
み
よ
う

か
な
」
と
食
事
と
運
動
に
関
す

る
目
標
を
立
て
て
帰
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
大
切
な
人

か
ら
の
一
言
や
、
こ
の
ま
ま
で

は
ま
ず
そ
う
だ
と
気
付
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
自
ら
の
意
志

で
生
活
習
慣
改
善
を
決
断
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

多
忙
な
日
々
を
送
る
Ａ
さ
ん

で
す
が
、
生
活
習
慣
が
乱
れ
が

ち
な
時
に
、
ス
リ
ム
に
な
っ
た

お
父
さ
ん
を
み
て
喜
ぶ
お
子
さ

ん
の
顔
を
想
像
し
て
、
も
う
一

度
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
！　

と

奮
起
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

聞
い
て
い
く
と
、
お
子
さ
ん
に

「
お
父
さ
ん
、
メ
タ
ボ
だ
ね
」

と
言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
と
い
う
話
が
出
て
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
状

況
を
詳
し
く
聞
く
う
ち

に
、
子
ど
も
に
と
っ
て

カ
ッ
コ
イ
イ
お
父
さ
ん

に
な
り
た
い
と
い
う
願

望
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。Ａ

さ
ん
の
場
合
、
健
診
結
果

だ
け
で
は
、
自
分
の
か
ら
だ
の

中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
く
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

そ
こ
で
、
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
て
い
る
血
管
の
模
型
な
ど
を

使
っ
て
、
今
ま
で
ど
お
り
の
生

活
を
今
後
も
続
け
て
い
っ
た
ら

血
管
や
お
腹
周
り
は
ど
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
く
か
を
説

明
し
ま
し
た
。

の
が
ん
ば
り
を
支
え
る
も
の

は
「
な
ぜ
そ
の
行
動
を
と
る
の

か
」
と
い
う
動
機
の
部
分
に
な

り
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
肥
満
で

脂
質
と
血
糖
の

値
が
高
く
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に

該
当
し
て
い
ま

す
が
、「
相
変

わ
ら
ず
だ
ね
。

ず
っ
と
こ
ん
な

感
じ
だ
よ
」
と

こ
と
の
深
刻
さ

に
気
付
い
て
い

な
い
様
子
で

す
。し

か
し
話
を

離
れ
て
、
ま
ず
自
分

自
身
の
か
ら
だ
や
心

に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り

考
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
健
康
の

た
め
に
今
ま
で
の
生

活
習
慣
を
変
え
て
み

よ
う
か
な
と
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
相
談
の
時
は
や

る
気
に
な
っ
た
け
ど
、
日
常
に

戻
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
面
倒
に

な
っ
て
や
め
ち
ゃ
っ
た
…
と
い

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
に
、
そ
の
方

今
月
は
、
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
た
め
の
、
き
っ
か
け
づ
く

り
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

保
健
相
談
で
は
、
忙
し
い

仕
事
や
家
事
な
ど
の
日
常
か
ら

　

主
菜
の
取
り
過
ぎ
と
そ
の

他
の
料
理
区
分
の
不
足
で
、

今
に
も
コ
マ
は
倒
れ
そ
う
。

か
ら
だ
に
い
い
か
ら
と
い
う

理
由
で
、
魚
や
肉
の
お
か
ず

に
納
豆
を
追
加
す
る
人
も
い

ま
す
が
、
納
豆
は
蛋
白
質
や

油
を
含
む
主
菜
の
仲
間
で

す
。
Ｔ
さ
ん
も
、朝
と
昼
は
、

納
豆
よ
り
野
菜
の
小
鉢
や
サ

ラ
ダ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
宴
席

で
は
主
菜
の
量
を
減
ら
し
、
野

菜
の
つ
ま
み
で
副
菜
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
全
く
取
れ
な
か
っ
た
乳

製
品
や
果
物
は
、
朝
食
や
間
食

に
。
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
コ
マ

の
「
ひ
も
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。

過
剰
に
摂
取
す
る
と
「
ひ
も
」

が
太
く
な
り
コ
マ
が
回
せ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
は
食
材
で
は
な
く
料

理
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス
の
確
認
が

で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。
み
な
さ

ん
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ

ん
か
？　

詳
し
く
は
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

と
い
う
わ
け
で
前
回
の
ク
イ

ズ
の
正
解
は
×
。
納
豆
は
副
菜

で
は
な
く
主
菜
の
仲
間
で
す
。

　

今
月
の
○
×
ク
イ
ズ
は
、
次

号
の
テ
ー
マ
「
特
定
保
健
用
食

品
（
ト
ク
ホ
）の
油
」
に
ち
な

ん
だ
問
題
で
す
。

Ｑ　

ト
ク
ホ
指
定
の
油
は
低
カ

ロ
リ
ー
で
あ
る
。○
か
×
か
。

料
理
区
分
に
「
い
く
つ
分
」
配

分
さ
れ
る
か
決
ま
っ
て
き
ま

す
。Ｔ
さ
ん
の
食
事
内
容
（
表
）

に
あ
る
昼
の
生
姜
焼
き
や
夜
の

唐
揚
げ
は
使
っ
て
い
る
肉
、
油

の
量
が
多
い
た
め
主
菜
「
３

つ
」
分
に
相

当
し
ま
す
。

☆
倒
れ
そ
う

な
コ
マ 

            

　

Ｔ
さ
ん
が

食
べ
た
分
だ

け
コ
マ
の
数

を
塗
り
つ
ぶ

し
て
い
く

と
、主
食
４
、

副
菜
３
、
主

菜
12
、
乳
製

品
・
果
物
０
、

と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し

た
。

ん
の
場
合
、
18
～
69
歳
の
生
活

活
動
の
低
い
男
性
と
い
う
こ
と

で
下
の
コ
マ
の
数
字
に
該
当
し

ま
す
。
上
か
ら
、
主
食

５
～
７
つ
、
副
菜
５
～

６
つ
、主
菜
３
～
５
つ
、

乳
製
品
、
果
物
は
２
つ

が
1
日
の
適
量
に
な
り

ま
す
。

☆
「
１
つ
」の
基
準

　

料
理
区
分
ご
と
に
「
１
つ
」

と
す
る
基
準
が
あ
り
、こ
の
基

準
に
よ
り
食
べ
た
料
理
が
ど
の

　

今
回
は
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
実
践
編
。
最
近
お
腹
周
り
が

気
に
な
る
Ｔ
さ
ん（
40
代
男
性
）

の
１
日
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
み

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
コ
マ
（
前
号
参
照
）の
数
字

　

コ
マ
に
記
入
さ
れ
て
い
る
数

字
は
性
、
年
齢
、
生
活
活
動
レ

ベ
ル
ご
と
に
料
理
区
分
の
目
安

量
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
さ

　
「
食
欲
の
秋
」「
読
書
の
秋
」

「
運
動
の
秋
」、
暑
さ
も
落
ち
着

き
、
何
か
新
た
に
始
め
た
い
な

と
思
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
、

Ｎ
さ
ん
の
例
を
…
。

Ｑ　

体
重
が
増
え
、お
腹
周
り

も
気
に
な
り
、
夏
を
迎
え
る
前

に
は
…
と
、
６
月
の
終
わ
り

く
ら
い
か
ら
歩
き
始
め
ま
し

た
。
最
近
は
歩
く
の

が
楽
に
な
り
、
歩
く

距
離
も
機
会
も
増
え
、

お
腹
周
り
も
す
っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
か
、か
ら

だ
を
動
か
す
こ
と
が
気
持
ち
よ

く
て
。
運
動
の
秋
、こ
の
機
会

に
何
か
始
め
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
。

Ａ　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
継
続
で

き
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。
Ｎ
さ
ん
が
継
続
で
き

て
い
る
の
は
、
運
動
の
効

果
を
実
感
で
き
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
運
動
を
３
カ
月
ほ
ど

続
け
て
い
く
と
最
初
の
頃

の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
新
た
な
運
動
を
取

り
入
れ
る
の
は
、と
て
も

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、お
腹
周
り
の

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
、

今
度
は
自
分
が
好
き
な
こ
と
を

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
選
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
運
動
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
な
け
れ

ば
、
個
人
で
行
う
運
動
（
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
）と
グ
ル
ー
プ
で
行
う
運
動

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
テ
ニ
ス
、ダ
ン

ス
な
ど
）の
ど
ち
ら
が
好
き
か

を
考
え
て
み
る
の
も
選
ぶ
目
安

に
な
り
ま
す
。

　

目
先
を
変
え
て
、
新
し
い
種

目
を
始
め
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
、
合
気

道
、太
極
拳
、太
鼓
、

サ
ル
サ
や
ア
フ
リ
カ

ン
ダ
ン
ス
な
ど
、こ

の
機
会
に
挑
戦
し
て

み
る
の
は
い
か
が
で

す
か
？

Ｑ　

全
く
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
の
も

い
い
か
な
と
も
考
え

た
の
で
す
が
、
体
力

も
少
し
付
い
て
き
た

し
、
以
前
か
ら
や
っ
て
み
た

か
っ
た
テ
ニ
ス
に
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
で
す
が
。

Ａ　

テ
ニ
ス
は
、サ
ー
ク
ル

や
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、

随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
、ま
ず

は
体
験
レ
ッ
ス
ン
か
ら
参
加

し
て
み
る
と
い
う
手
も
あ
り

ま
す
。
ス
ク
ー
ル
は
、
時
間

帯
も
レ
ベ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
あ

る
の
で
、
自
分
の
条
件
に
合

わ
せ
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
ラ

ケ
ッ
ト
や
シ
ュ
ー
ズ
の
貸
し

出
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
い
の
で
、
始
め
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

岡 

惺
治

（
健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

健
康
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が

の

コ

ラ

ム

師医

食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
【
実
践
編
】

士

の

コ

ラ

養栄理管

ム

ムラコの

がんばりを
　支えるもの

の

新しい種目
    に挑戦！

士導指動運康健

師健保

コ

ラ

ム

健
康
づ
く
り
・
健
康
増
進
を
支
援
す
る
ペ
ー
ジ

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
⑥

4242008 10 1520
　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
る
と
、
全
世
界
で
毎
年
、

87
万
5
千
人
以
上
の
18
歳
未
満
の

子
ど
も
た
ち

が
傷
害
に

よ
っ
て
死

亡
し
て
い

る
。
０
歳
を

除
い
た
小
児
の
死
因
の
第
１
位

は
不
慮
の
事
故
で
あ
り
、そ
の
ほ

と
ん
ど
が
交
通
事
故
と
溺
水
で

あ
る
。
非
致
死
的
な
傷
害
は
年
間

１
千
万
人
か
ら
３
千
万
人
の
子
ど

も
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
特
に
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も

た
ち
は
傷
害
を
受
け
る
リ
ス
ク
が

高
い
。そ
し
て
、多
く
の
傷
害
は
、

家
庭
内
や
遊
ん
で
い
る
時
、学
校

管
理
下
な
ど
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　

長
年
、第
一
線
で
傷
害
予
防
に

取
り
組
ん
で
き
た
山
中
院
長
は
、

世
界
規
模
の
子
ど
も
の
事
故
に
よ

る
傷
害
の
実
態
を
こ
の
よ
う
に

解
説
し
た
上
で
、「
子
ど
も
の
事

故
に
よ
る
傷
害
の
多
く
は
予
測
で

き
、予
防
可
能
な
健
康
問
題
で
あ

る
。
予
測
で
き
ず
回
避
で
き
な
い

ア
ク
シ
デ
ン
ト
、と
い
う
従
来
の

認
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
」と

強
調
し
た
。

　

で
は
、な
ぜ
子
ど
も
に
対
し
て

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
の
か
。

　

山
中
院
長
は
、そ
の
理
由
を
挙

げ
な
が
ら
（
表
）、「
わ
が
国
に
は
、

こ
う
し
た
考
え
方

が
、
全
く
な
い
」
と

説
く
。

　

ま
た
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、

子
ど
も
の
傷
害
予
防

に
対
す
る
戦
略
を
、

①
国
家
に
お
い
て
優

先
す
べ
き
公
衆
衛
生

上
の
問
題
と
し
て
支

援
す
る
②
研
究
と
予

防
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
適
切
な
リ
ソ
ー

ス
を
確
保
す
る
③
国

お
よ
び
地
域
レ
ベ
ル

の
政
策
、戦
略
、法
律

に
組
み
入
れ
る
④
保
健
を
担
当
す

る
省
庁
に
専
門
拠
点
を
設
置
す
る

―

と
し
て
い
る
が
、「
こ
れ
ら
に

関
し
て
も
、わ
が
国
で
は
全
く
進

ん
で
い
な
い
」と
語
る
。

　

そ
の
上
で
山
中
院
長
は
、プ
ー

ル
の
吸
排
水
口
に
引
き
込
ま
れ
て

の
溺
死
や
校
舎
の
天
窓
か
ら
の
転

落
死
な
ど
が
後
を
絶
た
ず
、家
庭

の
浴
室
で
溺
死
す
る
子
ど
も
が

毎
年
30
～
40
人
に

達
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
一
命
を
と
り

と
め
て
も
呼
吸
器

を
つ
け
た
ま
ま
と

い
う
状
態
の
子
ど

も
が
そ
の
数
倍
に

の
ぼ
る
と
い
っ
た
、

わ
が
国
の
実
情
を

示
し
、同
じ
よ
う
な
事
故
が
同
じ

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

　
「
事
故
が
起
こ
っ
て
も
、親
の
不

注
意
、
親
の
責
任
、
子
ど
も
に
ケ

ガ
は
つ
き
も
の
、誤
っ
た
使
い
方

だ
、
最
近
の
親
は
…
、
最
近
の
子

ど
も
は
…
、う
ち
の
担
当
で
は
な

い―

な
ど
の
考
え
方
が
根
強
く
、

何
も
進
展
せ
ず
、解
決
さ
れ
な
い

と
い
う
の
が
日
本
の
現
状
だ
。
子

ど
も
の
事
故
の
問
題
を
、健
康
被

害
と
し
て
科
学
的
に
分
析
し
、具

体
的
な
予
防
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
」と
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、山
中
院
長
が
代

表
を
務
め
る
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
、

経
済
産
業
省
か
ら
の
委
託
を
受
け

て
「
安
全
知
識
循
環
型
社
会
構
築

事
業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
事

故
に
よ
る
傷
害
予
防
を
社
会
全
体

で
担
う
た
め
の
社
会
基
盤
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、医
療
機
関
な
ど
か
ら

収
集
し
た
子
ど
も
の
傷
害
に
関
す

る
情
報
を
、工
学
系
の
専
門
家
が

現
場
検
証
や
再
現
実
験
な
ど
を

行
っ
て
分
析
し
、対
策
法
を
開
発

し
て
製
品
や
環
境
の
改
善
に
つ
な

げ
、心
理
学
の
専
門
家
が
人
々
の

行
動
変
容
を
支
援
し
て
い
く
、と

い
っ
た
包
括
的
な
活
動
で
あ
る
。

　

山
中
院
長
は
、そ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
子
ど
も
の

傷
害
予
防
を
進
め
る
た
め
に
は
、

英
国
の
〝
子
ど
も
の
権
利
代
弁

者
〟の
よ
う
な
役
割
が
、わ
が
国

に
も
必
要
だ
」
と
語
り
、
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

１
９
６
０
年
以
降
、
わ
が
国
の
１
歳
か
ら
19
歳
の
子
ど
も
の
死
因
の
第

１
位
は
、「
不
慮
の
事
故
」で
あ
る
。
事
故
に
よ
る
傷
害
は
、子
ど
も
に
と
っ

て
非
常
に
重
大
な
健
康
問
題
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
急
務

だ
が
、
そ
の
予
防
対
策
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
日
本
学

術
会
議
で
は
、「
事
故
に
よ
る
子
ど
も
の
傷
害
予
防
」
体
制
の
構
築
を
求

め
る
提
言
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
、
日
本
学
術
会
議

臨
床
医
学
委
員
会
出
生
・
発
達
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
健
や
か
に
子
ど

も
が
育
つ
安
全
な
環
境
を
作
る―

傷
害
予
防
の
視
点
か
ら
」
で
は
、医
学
、

工
学
、
心
理
学
、
行
政
と
い
っ
た
立
場
で
子
ど
も
の
傷
害
予
防
に
取
り
組

む
専
門
家
ら
が
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
子
ど
も
の
傷
害
予
防
工
学

カ
ウ
ン
シ
ル
（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
代
表
で
、
緑
園
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
山

中
龍
宏
院
長
（
写
真
）
に
よ
る
講
演
「
子
ど
も
の
事
故
に
よ
る
傷
害
の
現

状
と
予
防
戦
略
」
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

「
子
ど
も
の
事
故
に
よ
る

 

傷
害
の
現
状
と
予
防
戦
略
」

「
子
ど
も
の
事
故
に
よ
る

 

傷
害
の
現
状
と
予
防
戦
略
」

日
本
学
術
会
議 

臨
床
医
学
委
員
会 

出
生
・
発
達
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り

1. 成人と比較すると、子どもの方が身体に加えられ
た力に対して脆弱である

2. 子どもたちは、成人のために設計された世界の中
で生活しており、多くの状況において予想される
危険性や、多くの製品に関して予想される有害な
作用をつねに判断できるとは限らない

3. 子どもは、健康と安全な環境に対して平等な権
利を有している

4. 子どもを保護することは、われわれの社会の経済
的利益である

WHO「乳幼児と青少年の事故による傷害の予防　
全世界的行動キャンペーン」より

料理区分 主食 副菜 主菜 乳製品 果物

朝
（
自
宅
）

米飯 1杯（150ｇ） 1.5
鮭の塩焼き 2
納豆 1パック 1
味噌汁（ほうれん草） 1

昼（
社
食
）

米飯 大盛り1杯（250ｇ） 2.5
豚肉の生姜焼き 1人前 3
キャベツの千切り（付け合せ） 1
納豆 1パック 1
味噌汁（麩少々）

夜（
居
酒
屋
）

刺身（まぐろ4切れイカ2切れ） 2
唐揚げ 3個 3
冷やしトマト 中1個 1
ビール中ジョッキ 5杯
合計（　  つ） 4 3 12 0 0

Tさんの食事をコマに割り振ると…

小林那菜
本会・健康増進部

鶴田浩子
本会・健康増進部

山村昌代
本会・健康増進部

須賀万智

傷害予防
―子どもに特別な配慮が必要な理由

表

＊World Cancer Research Fund / American Institute for Cancer Research. Food, 
 Nutrition, Physical Activity, and the Prevention of Cancer: a Global Perspective.　
 AICR, Washington DC (2007)

関連の
強さ リスクを下げるもの リスクを上げるもの

確実

運動（結腸）

授乳（乳房）

肥満
　（食道腺、大腸、乳房〈閉経後〉、
　　子宮体部、腎臓、膵臓）
内臓脂肪（大腸）
高身長（大腸、乳房〈閉経後〉）
赤身肉・保存肉（大腸）
アルコール
　（口腔・咽頭・喉頭、食道、
　　大腸〈男性〉、乳房）
アフラトキシン（肝臓）
飲料水中の砒素（肺）
β - カロテンのサプリメント（肺）

可能性
大

肥満（乳房〈閉経前〉）
運動（乳房〈閉経後〉、子宮体部）
果物（口腔・咽頭・喉頭、食道、胃、肺）
非でんぷん野菜
　（口腔・咽頭・喉頭、食道、胃）
アリウム野菜（胃）
にんにく（大腸）
食物繊維（大腸）
牛乳（大腸）
食物に含まれる葉酸（膵臓）
食物に含まれるカロテノイド
　（口腔・咽頭・喉頭、肺）
食物に含まれるβ - カロテン（食道）
食物に含まれるビタミン C（食道）
食物に含まれるリコピン（前立腺）
食物に含まれるセレン（前立腺）
カルシウムのサプリメント（大腸）
セレニウムのサプリメント（前立腺）

肥満（胆嚢）

内臓脂肪
　（膵臓、乳房〈閉経後〉、子宮体部）

成人期の体重増加（乳房〈閉経後〉）

出生時過体重（乳房〈閉経前〉）

高身長（膵臓、乳房〈閉経前〉、卵巣）

アルコール（肝臓、大腸〈女性〉）

塩蔵食品・塩分（胃）

中国式塩蔵魚（鼻咽頭）

飲料水中の砒素（皮膚）

マテ茶（食道）

食事からのカルシウム（前立腺）

食事関連要因とがんとの関連（まとめ）　WCRF／AICR 2007＊表

Tさんの1日分の食事内容と料理区分への配分表

ビ

ー

ル
1000kcal

1

1 2
3 4
5 6
7 8
9 1
0 1
1 1
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2
3
4
5
6
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1
2
3
4
5
6

1
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：

：

：：



第
２
５
４
回　
　

関
東
産
業

健
康
管
理
研
究
会
特
別
大
会

職
域
に
お
け
る

特
定
保
健
指
導
を
考
え
る

 

11
月
15
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

東
京
・
飯
田
橋
「
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋
」
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古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

国
で
ス
タ
ー
ト
し
た
リ
レ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
は
、
現
在
、
全

米
５
千
カ
所
以
上
、世
界
で
も
20

数
カ
国
に
広
が
る
運
動
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
で
は
、
一
昨
年
つ

く
ば
市
で
開
か
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、昨
年
は
神

戸
と
東
京
で
、

今
年
は
北
海

道
か
ら
九
州

ま
で
全
国
６

カ
所
で
開
催

さ
れ
る
。

　

新
横
浜
で
開
か
れ
た
リ
レ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
は
、
14
日
午
後

１
時
に
ス
タ
ー
ト
。
が
ん
の
サ
バ

イ
バ
ー
（
が
ん
患
者
や
、が
ん
を

克
服
し
た
人
）た
ち
に
よ
る
「
サ

バ
イ
バ
ー
ズ
ウ
オ
ー
ク
」で
幕
を

開
け
た
。

　

サ
バ
イ
バ
ー
た
ち
は
、が
ん
と

闘
う
人
た
ち
の
勇
気
を
称
え
る
声

援
や
拍
手
を
受
け

な
が
ら
、ト
ラ
ッ

ク
を
一
周
。
そ
の

後
、
家
族
、
支
援

者
ら
も
リ
レ
ー
ウ

オ
ー
ク
に
加
わ

り
、チ
ー
ム
ご
と

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
の
一
昼
夜
、

た
す
き
を
つ
な
い
だ
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
で
は
リ
レ
ー
ウ

オ
ー
ク
と
並
行
し
て
、啓
発
ブ
ー

ス
や
勉
強
会
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、ス
テ
ー
ジ
演
奏
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、多
く
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

日
暮
れ
か
ら
の
「
ル
ミ
ナ
リ

エ
」
で
は
、が
ん
と
闘
っ
て
い
る

人
へ
の
思
い
や
、が
ん
で
亡
く

な
っ
た
人
へ
の
追
悼
の
気
持
ち
を

託
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
ト
ラ
ッ
ク

を
縁
取
る
中
、参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
静
か
に
歩
き
続

け
て
い
た
。

第
35
回
日
本
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
学
会
（
会
長　

山
口
清
次

島
根
大
学
教
授
）
が
、
去
る
８
月

29
日
、30
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

松
江
市
で
開
か
れ
た
。
学
会
で
は

「
守
り
た
い
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け

の
生
命（
い
の
ち
）」を
テ
ー
マ
に
、

障
害
を
予
防
す
る
た
め
の
マ
ス
・

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
多
数

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

２
つ
の
招
待
講
演
で
は
、
21

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
生
児

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
ド

イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の

Ｇ.

Ｆ.

ホ
フ
マ
ン
教
授
が
、
韓
国

の
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
収

支
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
順
天
郷
大

学
の
Ｄ.

Ｈ.

リ
ー
教
授
が
、
興
味

深
い
講
演
を
行
っ
た
。

患
者
家
族
と
そ
れ
を
囲
む

人
々
の
連
携
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会
の

平
田
陽
一
氏
や
メ
チ
ル
マ
ロ
ン
酸

血
症
の
家
族
の
柏
木
明
子
氏
と
共

に
、
検
査
の
立
場
か
ら
札
幌
市
衛

生
研
究
所
の
福
士
勝
氏
が
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
東
北
大
学

の
松
原
洋
一
教
授
が
、
長
期
治
療

を
支
援
す
る
立
場
か
ら
女
子
栄
養

大
学
の
大
和
田
操
教
授
の
グ
ル
ー

プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
の
重
要
性

を
指
摘
し
、
感
銘
を
与
え
た
。

広
島
大
学
の
檜
山
英
三
教
授

の
神
経
芽
腫
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

再
評
価
と
今
後
の
方
向
性
の
教
育

講
演
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
休

止
前
後
の
死
亡
率
の
変
化
が
示
さ

れ
、
神
経
芽
腫
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
確
立
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策

定
の
必
要
性
が
報
告
さ
れ
た
。

な
ぜ
問
題
な
の
か
な
ど
、
子
ど
も

の
肥
満
の
理
解
に
役
立
つ
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

続
く
第
２
章
「
子
ど
も
の
肥
満

の
治
療
」
で
は
、
小
児
肥
満
の
診

断
と
治
療
、
食
事
・
運
動
療
法
の

進
め
方
、
行
動
療
法
の
実
際
な
ど

が
具
体
的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、

高
血
圧
な
ど
合
併
症
の
問
題
、
予

防
と
早
期
発
見
の
重
要
性
、
小
児

肥
満
を
め
ぐ
る
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も

の
肥
満
に
取
り
組
む
際
に
、
ぜ
ひ

知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
肥

満
に
関
わ
る
医
師

や
看
護
師
の
み
な

ら
ず
、
学
校
関
係

者
に
も
一
読
を
お

薦
め
し
た
い
。

（
永
井
書
店
、
Ｂ

５
判
、
５
２
５
０

円
）

　

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ

は
、が
ん
患
者
や
が
ん
を
克
服
し

た
人
、
家
族
、
支
援
者
ら
が
チ
ー

ム
を
組
み
、24
時
間
交
代
で
歩
き

続
け
な
が
ら
、が
ん
を
恐
れ
な
い

社
会
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
。
24
時
間
と
い
う

時
間
に
は
、「
が
ん
は
24

時
間
眠
ら
な
い
。
が
ん

患
者
の
が
ん
と
の
闘
い

も
24
時
間
続
い
て
い
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
５
年
に
米

身
に
及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
た
適

切
な
指
導
が
欠
か
せ
な
い
。

本
書
は
、
子
ど
も
の
肥
満
の

専
門
家
21
人
が
、
最
新
の
知
見
を

紹
介
し
な
が
ら
、
小
児
肥
満
の
判

定
法
や
診
療
、
日
常
の
食
事
、
運

動
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。

最
も
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
て
い

る
第
１
章
「
子
ど
も
の
肥
満
の
正

し
い
理
解
の
た
め
に
」
で
は
、
肥

満
の
判
定
と
評
価
、小
児
の
肥
満・

生
活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
、
子
ど
も
の
肥
満
が

「
職
域
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

２
５
４
回
関
東
産
業
健
康
管
理
研

究
会
特
別
大
会
が
11
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、東
京・

飯
田
橋
の「
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋
」

で
開
か
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
サ
ー
チ
内
の

研
究
会
事
務
局
（
電
話
０
３―

３
３
５
８―

４
０
０
１
）
ま
で
。

申
し
込
み
期
限
は
11
月
12
日
。

手形とメッセージをつづったフラッグを手に「サバイバーズウオーク」（上）　子どもたちへの絵本の読み聞かせ（下左）　チームフラッ
グを掲げながらリレーウオーク（中）　がんと闘っている人、がんで亡くなった人への思いが込められた「ルミナリエ」のキャンドル（右）

が
ん
啓
発
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
ん
啓
発
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン　
　
　
　  

新
横
浜

2
0
0
8

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン　
　
　
　

新
横
浜

2
0
0
8 

　

東
京
労
働
局
と
東
京
労
働
基
準

協
会
連
合
会
、
東
京
産
業
保
健
推

進
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
産
業

保
健
フ
ォ
ー
ラ
ム　

Ｉ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ　

２
０
０
８
」
が
去
る
９

月
８
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
九

段
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
過
重
労

働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
と
快
適

職
場
環
境
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
他
、
Ｔ
Ｈ
Ｐ
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
歯
磨
き
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
企
画
さ
れ
た
。

　

24
時
間
の
リ
レ
ー
ウ
オ
ー
ク
を
通
じ
て
、地
域
社
会
全
体
で
が
ん
と
闘
う
た

め
の
連
帯
感
を
育
む
、市
民
主
導
の
対
が
ん
運
動
「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ

フ
（
命
の
リ
レ
ー
）」
が
、去
る
９
月
14
日
か
ら
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、

横
浜
・
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
小
机
フ
ィ
ー
ル
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
リ
レ
ー
ウ
オ
ー

ク
に
は
約
２
４
０
０
人
が
参
加
し
、が
ん
征
圧
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た
。

肥
満
の
子
ど

も
は
、
こ
の
30
年

間
で
約
３
倍
に
増

え
、
今
や
学
童
期

の
10
人
に
１
人
が

肥
満
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

子
ど
も
の
肥

満
対
策
に
つ
い
て

は
、
成
長
期
の
心

第
２
２
２
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
７

腎
臓
を
守
る
た
め
の

保
健
指
導

 

11
月
26
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」

第
２
２
２
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
が
11
月
26
日
（
水
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田

町
の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

「
腎
臓
を
守
る
た
め
の
保
健
指
導

―

透
析
を
減
ら
す
有
効
な
対
策
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
筑
波
大

学
大
学
院
の
山
縣
邦
弘
教
授
が
講

演
す
る
。
司
会
は
、
三
輪　

一
本

会
総
合
健
診
部
長
。

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、

地
下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会

議
事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂

見
附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内

の
と
こ
ろ
。参
加
費
２
０
０
０
円
。

定
員
先
着
４
０
０
人
。

患者、家族、支援者ら

24時間「命のリレー」

産業保健
フォーラム
が開催

第35回 日本マス・
スクリーニング学会
が開催

第35回 日本マス・
スクリーニング学会
が開催


	424

